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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード： 
(1) クリティカル・シンキング  (2) 論理的発表力  (3) 教材と指導法 (4) 歴史と倫理教育 

(5) 英語力 (6) 国語力 (7) ドイツの言語技術育成 (8) Thinking Map (思考のマッピング) 
 
１．研究計画の概要 

近年の国際化社会にあって、国内外で日常
的に直面する多様な異文化摩擦や諸問題を
平和的に解決するには、与えられた情報を鵜
呑みにせずに、複数の視点から批判的・論理
的に思考して、独創的な解決策を発信してい
く力が、「母語としての日本語」と「英語」
の両言語で求められている。本研究では、「批
判的に読解」（Critical Reading）し「論理
的に発信」（Logical Presentation）する力
を、両言語で、小中高大の有機的な連携のも
とに育成したいと考え、そのための指導法と
教材のプロトタイプを開発することを目的
としている。具体的には次のとおりである。 
(1) 批判的・論理的思考力養成 

小中高で学ぶ国語や国語以外の教科内容、
大学の一般教養科目や新聞・雑誌等で接す
る知的で身近なコンテンツ、歴史や倫理に
関連する題材を取り上げることで、人文社
会科学の知識習得にも寄与する教材のプロ
トタイプを作成し、「批判的に思考して論理
的に発信できる学習者」の育成に取り組む。
教材化には英語教育、史学、法哲学・生命
倫理の研究者が取り組む。 
(2) 英語の語彙力養成 

効果的なコミュニケーションには豊かな
語彙力が必須である。個重視の自律学習を
促す「英語の語彙指導用 CALL 教材」（開発
済みのプロトタイプ）と、協働作業重視の
対面式授業を有機的に組み合わせた指導法
（Blended Learning）を提案し、英語の「語
彙力」と「チャンク単位で情報を理解して
いく力」の養成を図る。 

２．研究の進捗状況 
(1) 2008 年度 
① 日本の現行の国語教育が「批判的・論理
的」な思考を養成する教科として位置付け
られていないことに起因して、日本の高校
１年生の読解力がグローバル社会に必ずし
も対応できない現状を OECD 実施の PISA
調査の結果分析を通して明らかにした。 

② PISA で成績が連続トップのフィンラン
ドと日本の国語の教科書を比較した結果、
フィンランドは学習者自身に徹底的に考え
させるタスクを課して思考力と言語力を育
成していることが明らかになった。 

③ 英国の Exeter 大学で、研究代表者（椎名）
ほか４名の研究分担者が「思考力の育成法」
の研修を受け、 THINKING SCHOOL 
PROJECT「思考力養成を目的とした全学
的プロジェクト」の実施校（初等・中等学
校）３校の授業参観をした。統一教科書を
使用せずに各教科の教師が独自の資料でク
リティカ・シンキングを育成し、ロジカル
に意見を言わせる授業展開は知識集積が主
目的の日本と大きく異なることがわかった。 

④ 大学生対象の教材開発試案として、「合衆
国憲法と表現の自由」を題材にしてクリテ
ィカル・シンキングを育成する方法を探っ
たほか、「歴史の一次史料を使ったクリティ
カル・シンキングを刺激する世界史教材の
開発」と「対面的歴史教育でのクリティカ
ル・シンキングの引き出し方」を検討した。 

⑤ 成果 
 「批判的思考」とは、「他者の落ち度を指
摘して糾弾するという攻撃的な『批判』で
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はなく、「自らの思考について省察して精
査し、客観的、論理的に判断する思考力」
（Zechmeister&Johnson,1992）と定義した。 

 学習者の論理的・批判的思考を促すには、
国語だけでなくすべての教科で、知識集積
に終始しない、学習者に考えさせる Q&A
方式の授業展開が重要である。 

 学習者の思考力育成には「コンテンツ重
視」の教材開発が必須である。 

(2) 2009 年度 
① 英語を母語とする国（英国）で、多様な
教科でクリティカル・シンキングとロジカ
ルシンキングを育成している授業を視察し、
教員への聞き取り調査を行った。 

② 英語を外国語とする国（ドイツ、オース
トリア）の初等・中等学校で、Content-based
の教材で母語（ドイツ語）指導と英語指導
を有機的に連携させながら論理的・批判的
思考力を養成する授業を視察した。 

③ クリティカル・シンキングに関連する「メ
タ認知」の発達段階、レトリック、協働学
習などの知見をシステマティックに組み入
れた指導法構築のための文献調査を行った。 

④“Thinking Map”（思考のマッピング）を
使った指導法のトレーニングをイングラン
ドで受け、指導資格証を得た。 

⑤ 成果 
 言語力（日本語）と思考力の両方を、国語
だけでなくそれ以外の教科でも育成する
授業方法の開発糸口を探ることができた。 

 日本の新指導要領が謳う思考力の養成と
英語教育改善の糸口を探ることができた。 

(3) 2010 年度 
① ハンブルク市とミュンヘン市で教師や教
育庁のカリキュラム担当者にインタビュー
し、ハンブルク市のギムナジウムではドイ
ツ語（母語）と英語（第二外国語）で「歴
史」科目を指導してクリティカル・シンキ
ングを養成する授業を参観した。 

② 「思考のマップ化」に関する授業を英語
科目と、日本語科目（「文章・口頭表現演習」）
で行い、指導法開発の一助とした。 

③ 史学方法論を視野に入れて、「日本語と英
語の比較的小さな歴史史料」を「批判的思
考の発達段階」に合わせて学習者に質疑応
答する方法を考察し、教材化の準備をした。 

④ 成果 
 クリティカル・シンキングこそ「アカデミ
ックな知識獲得」と「実社会で生きる力」
の根幹だとしてドイツの初等・中等教育
（ギムナジウム：5年生-12 年生)で採用さ
れている「言語技術」指導は、日本でも全
教科に組み込むべき有効な手法である。 

 クリティカル・シンキングの育成には、「思
考力」と「言語力」の連携指導が重要で、
それにはまず母語で基礎固めをしてから
外国語に応用すると効果的である。 

３．現在までの達成度 
（ ② ）おおむね順調に進展している 
理由：英国やドイツの学校視察や教材分析
により、クリティカル・シンキングとロジ
カル・プレゼンテーションの養成方法と教
材開発方法がより具体的に理解できた。母
語でクリティカルに思考できなければ外国
語ではさらにできないことがドイツの教育
者、学習者の意見聴取から明確になり、母
語育成と外国語力育成の連携の重要性が一
層明らかになり、当初立てた３年間の年度
計画をほぼ達成していると考えている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
ドイツの外国語（英語）教育と母語（ドイ

ツ語）教育の連携を、言語体系がまったく異
なる日本の母語（日本語）教育と英語教育に
そのまま当てはめることはできない。日本の
教育現場にいかに適用するかが大きな課題
であることから、次のことに力点を置く。 
(1) クリティカル・シンキングとは、「より
正確な情報」に基づいて「自己の考えを客
観的に精査」して「自ら判断を下せること」
なので、全教科で養成しうる力であること
を他教科の教員にも理解してもらう。 

(2)「自分で思考でき」、考えたことを「効
果的に発信できる学習者」の育成は車の両
輪で、「思考」には他教科のコンテンツを
活用すれば連携が可能になることを、国語、
英語、他教科の教員に理解してもらう。 

(3) 英語のクリティカル・シンキング用教材
開発ができた時点で、それを支援するかた
ちで語彙力養成用の CALL 教材を作成する。 
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